
授業改善推進プラン（中間改善計画）

小20　町田市立成瀬中央小学校

授業をデザインする８つの取組について

ICT機器の活用

見通しをもたせる導入

振り返りの設定

学習課題をきちんと把握したり、既習事項を想起させたりするなどICT機器の活用により、視覚的に捉えや
すいようにし、個人に合った表現方法の選択肢の１つとして活用できるようにする。

導入時に既習内容を振り返り、見通しをもたせる発問の工夫をしていく。知的好奇心をかき立てる言葉の投
げかけや、児童の思考に働きかける問いを吟味していく。

自分の学習状況を理解し、主体的に学ぶ姿勢を伸ばしていく。身に付けた力を自己評価させたり、学習の
見通しをもたせたりすることで、学習意欲を育む。

◯予想や考察の際に、意図的に
話合い活動を取り入れていく。
◯実験や観察の分担を明確に
し、全ての児童が経験できるよう
にする。
◯ノートの書き方に合わせた板書
を工夫することで、探求の過程が
身に付けられるようにする。

（中学年からのスタートに向けて
現時点で意識する指導の重点）
○中学年からの学習につなげら
れるように、身近な自然を観察し
たり、生き物を飼って育てたりする
活動を通して、自然を愛する心を
育てる。
○自分の言葉で、分かったことや
考えたことの振り返りをさせる。

理
科

○考えの交流を通して、他者と関わり
ながら、すすんで問題解決できるよう
にする。
○実験・観察の機会を多く設けること
により、誰もが器具の操作を確実に行
うことができるようにする。
○課題の把握、課題の探究、課題の
解決という探究の過程をノート指導や
掲示などで身に付けさせ、自ら課題設
定できるようにする。

〇一人一人が確実に自分の考え
をもつことができるような発問、声
かけをしていく。
〇器具を操作する時間や機会を
多く設けることによって、器具の
扱い方に慣れさせるようにする。
〇実験結果や考察など、ノートへ
のまとめ方の見本を提示しなが
ら、自分の言葉でまとめる力を養
う。

中学年 高学年
各教科における課題を改善するための指導の重点

国
語
科

○既習事項を活かした授業展開
や、個別支援の工夫を行うこと
で、基礎的な力を定着させる。
○一人一人が意欲的に学習でき
るようにめあてを明確にし、児童
自身が単元の流れをとらえられる
ようにする。
○モジュールの時間を効果的に
活用し、言語活動を充実させる。

○教科書の付録や教室掲示にあ
る文字の表などを活用し、支援の
手立てとする。
○プロジェクターを活用してノート
の基本的な書き方を指導し、学
習したことが分かるようにする。
○朝読書・朝モジュールを活用
し、語彙を増やす。

◯デジタル教科書を活用し、本
文にアンダーラインを引いたり、
挿絵を拡大したりして、児童の理
解を深めていく。
◯単元の流れが分かるワーク
シートを作成したり、単元計画を
立てたりしてめあてを明確にす
る。
◯慣用句やことわざなどを、辞書
で調べる活動を通して、語彙を増
やす。

〇考えたことや、振り返りなどの
場面において言葉でまとめたり、
発表したりすることにより、思考・
表現力を伸ばしていく。
〇教材からつながる慣用句や類
義語・対義語といった言葉や現象
などを紹介し、児童の語彙力や
興味を広げる。
〇漢字の読み書きや言葉の意味
を確実におさえ、言語に対する理
解力をあげる。

社
会
科

算
数
科

学力調査等の状況

〇宿題やモジュールの時間を使い、
学習支援ｺﾝﾃﾝﾂを活用しながら計算
等基礎学力を身に付けさせる。
〇児童一人一人が見通しをもてるよう
教材や発問などの工夫をし、考えを交
流し合って表現力や思考力を高める。
◯デジタルコンテンツを活用して、基
礎的なプログラミングの方法を知る。
○分かったことや考えたことを自分の
言葉で振り返らせ、主体的に学ぶ姿
勢を高める。

○学んだことについて、色を効果
的に使ってまとめたり、図や表を
用いて見やすくまとめられるように
する。
○資料を読み取る力や考える力
を養うために、ICTを活用するな
ど、資料の提示を工夫する。

○東京ベーシックドリル・学習支援コンテン
ツ・計算ドリル等を活用し、計算力をはじめと
した基礎的・基本的な知識・技能を身に付け
させる。
○ﾓｼﾞｭｰﾙの時間を活用し、計画的に基礎学
習の反復練習をして、基礎基本の学力向上
を図る。
○問題解決学習を通して、問題提示の工夫
や話合い活動を充実させ、思考力、判断力、
表現力とともに、意欲向上を図る。
○デジタルコンテンツを活用して、学習理解
を深めるとともに、プログラミング教育を行う。

①知識・技能の力はついてきているが、思考・判断・表現力はさらに伸ばしていく必要がある。個別指導するなど基礎学力の定着を引き続き図るとともに、児童自ら
が考える力を高める手立てが必要である。学習意欲を高め、主体的に学ぶ問題解決学習の過程を今後とも大切にしていきたい。
②データを読み取る力、自分の考えを表現するなどの活用する力を伸ばしていく必要がある。国語や算数だけにとどまらず、他教科においても資料を有効に活用
し、さまざまな場面で定着を図りたい。

見えてきた課題

（中学年からのスタートに向けて
現時点で意識する指導の重点）
○中学年からの学習につなげら
れるように、身近な場所、施設を
大切に正しく利用できるようにす
ることを通して、地域への興味、
関心を高める。
○大事なことに着目させやすい
資料や図書を準備したり、検索さ
せたりして資料からの気付きをも
たせる。

○宿題やモジュールの時間に計
算ドリル・学習支援コンテンツなど
を繰り返し活用することにより、基
礎的・基本的な知識・技能を身に
付けさせる。
○分かりやすい発問をするととも
に、ペアタイムなどで自分の考え
を話す時間を確保する。
〇既習事項の活用を大切にして
いき、算数コーナーを充実させ
る。

◯単元の終わりに、ノートや新聞
に学習内容を振り返らせること
で、色や図を用いてまとめられる
ようにする。
◯ICTを活用し、資料を拡大して
児童に提示することで、資料の読
み方を理解させていく。

〇学習内容や、資料から読み取
れることなど、ノートの書き方につ
いて、見本を提示しながら、まと
める力を伸ばしていく。
〇chromebookを積極的に活用
し、資料の提示や、個々の考えを
共有し合うなど、児童が主体的に
取り組めるような授業実践を工夫
して行う。

◯モジュールの時間に学習支援ｺﾝﾃﾝ
ﾂを活用し、それぞれの単元を反復練
習させ、基礎学力の定着を図る。
◯既習の確認をして解決の見通しをも
たせ、自ら考え出せるような発問や支
援の工夫をしていく。
〇自分の考えを発表する場を意図的
に設定し、考えの交流を図る。
○分かったことや考えたことの振り返り
をすることで、主体的に学ぶ姿勢を高
める。

全体の正答率は、都平均と比較し、算数は同程度、国語はやや低めの結果となった。正答数分布を見ると、概ね都平均と同分布となったが、両教科とも中位層によ
り多く分布している傾向にあった。①「知識・技能」における漢字の読み書きや計算については、都平均をやや上回り、基礎学力を身に付けている。昼モジュールを
設定したり、宿題等で基礎学習を継続したりしてきたことが結果に結び付いたと考える。②思考力・判断力・表現力をみる問題においては、図を基に意味を考え、式
や言葉を用いて説明する場面で正答率が高い傾向にあり、問題解決学習を進めてきた結果が表れた。反面、目的や意図に応じて内容を捉える場面や、特徴を捉
えて考察する場面でやや低い傾向にあった。

年度当初に設定した重点 低学年



授業改善推進プラン（中間改善計画）

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年

生
活
科

〇人・もの・自然にすすんで関わ
る学習活動を展開できるようにす
る。
〇活動の中で、児童の創意工夫
や気付きをふくらませ、日常生活
につなげていく。
〇学習成果を発表する場を設
け、友達のよさに気付くようにす
る。

○活動の中で、意見交換をする
時間を設定することで、すすん
で、人・もの・自然に関われるよう
にする。
○ICTを活用することで、そのとき
だけでなく、写真や動画で振り返
り、気付きを膨らませていく。
○振り返りの時間を設定し、自分
のよさや友達のよさに気付けるよ
うにする。

音
楽
科

○発声や奏法等の基礎を身に付
け、思いや意図をもって創意工夫
し、豊かな表現ができるような支
援をする。
○授業や校内外の発表の場を通
し、互いに高め合い、協調しなが
ら音楽を楽しもうとする心情を育
む。

○鍵盤ハーモニカの正しい演奏
方法を徹底するとともに、どの領
域でも様々な曲調の楽曲を取り
扱い、表現意欲を高める。
○授業内でペア・グループ活動
等を積極的に取り入れ、よいとこ
ろを褒め合うなどの時間を設け、
互いに高め合える時間を設定す
る。

○リコーダーの正しい演奏法をは
じめ、音楽記号や新出楽語の意
味を理解させ、豊かな表現をする
ために、スモールステップで技能
を高める。
○ペア・グループ活動や発表の
機会を積極的に取り入れること
で、主体性を育み、互いが共に
成長できる時間を設定する。

◯歌唱や器楽の様々な奏法を定
着させるとともに、楽曲にふさわし
い表現を考え、実践できるよう、
基本に立ち返りながら技能を高
める。

◯グループ活動を通して、仲間と
ともに創意工夫をしながら合奏や
音楽づくりを行い、主体的・協働
的に活動することができる時間を
設定する。

図
工
科

○造形活動を楽しむとともに、より
よい作品をつくろうとする意欲を
育てる。
○作品の鑑賞や創作過程で、お
互いの頑張りやよさを認め合い、
伝え合うようにしていく。

○身近で扱いやすい材料や用具
の扱い、児童が表したいと思うこ
とを基に工夫を考える授業を行
う。
○自分たちの作品や身近な材料
の造形的な面白さや楽しさに着
目できるようにし、見方や感じ方
を広げていく。

○低学年で制作に使った材料や
用具を適切に扱うとともに生活に
繋がる図工を目指した作品制作
を取り入れていく。
○自分たちの作品や身近な美術
作品の鑑賞を通していろいろな
表し方を学び、感じ方の違いを学
ぶ。
◯振り返りを通して、作品の進捗
状況を自覚しながら計画的に制
作を進めていく。

○表現方法に応じて材料や用具
を活用し中学年までに得た経験
や技能を総合的に活用する制作
を行う。
○親しみのある作品の鑑賞に取
り組み、諸外国の文化や生活の
中の造形について表現の意図や
特徴、表し方の変化を感じ取るよ
うにしていく。
◯鑑賞で作品の写真を撮るなど
ICTを使用していく。

外
国
語
科

○身近で簡単な事柄について、
外国語で聞いたり話したりして、
自分の考えを伝え合う。
○外国語活動を通して、言語や
文化について体験的に理解を深
め、積極的にコミュニケーションを
図る。

○デジタル教材を活用し、表現を
学んだり練習したりすることによっ
てコミュニケーションがとれるよう
にしていく。
○ペア活動、グループ活動を通
し、学んだ表現を使いながら自信
をもって外国語を伝え合う活動を
していく。

家
庭
科

○調理や裁縫の実習を多く設け
ることにより、実生活に結び付く力
を育てる。
○裁縫の学習においては、実生
活に活用できるような作品作りを
心がけ、日常生活に活かしてい
けるようにする。
○「住」においては、清掃や換気
の仕方などを日常生活から健康
や安全を意識して過ごせるよう、
継続的に行っていく。

◯学習したことを家庭で取り組め
るような課題を設定し、家族の一
員として生活をよりよくする態度を
育てる。
〇調理については、感染症対策
に十分に配慮して実習を工夫し
て行うことにより、中学校での学
習や、日常生活につなげられるよ
うにする。

体
育
科

○これまでの体力テストの結果より、学
校全体として、体力の基礎である走力
の向上が求められる。そこで、全校児
童を対象に、多様な動きをつくる運動
や体の動きを高める運動、固定施設を
使った運動などに年間を通して取り組
ませることにより、運動や遊びの日常
化につなげる。
○体力向上強化週間として年に３回、
中休みに全校でマッスルタイムを実施
する。１学期には、短距離走（リレー）、
２学期には長縄跳び、３学期には持久
走（マラソン）を行う。

〇外遊びを習慣化させ、運動や
遊びの日常化を図る。５種目チャ
レンジをはじめ、様々な動きに取
り組む機会をつくる。
〇体を動かすことが楽しいと感じ
られるように工夫する。
〇マッスルタイム、体育集会と授
業を連携させ、運動量を確保して
継続的に体力向上を目指す。

◯運動が苦手な児童に対して、
場や教具を工夫して段階的に取
り組めるようにする。
◯5種目チャレンジやマッスルタイ
ムと授業を連携させ、運動量を確
保し、継続的に体力向上を目指
す。

〇外遊びを習慣化させ、運動や
遊びの日常化を図る。５種目チャ
レンジブロンズに合格できるよう、
自己の目標を立てて取り組ませ
る。
〇運動量を充分に確保し、体力
の維持・向上を図る。また、自分
に合った場を選択したり、友達と
学び合ったりできるようにしてい
く。
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各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○各教科と関連付け日本の伝統
文化に触れる体験活動（藍染、茶
道、和楽器、むかしあそびなど）
を取り入れ、日本文化のよさや楽
しさを味わわせ、理解を深める。
○chromebookを活用して情報を
収集、整理、発信する等、主体的
に学習できるようにする。
○レガシー教育を行う中で、障が
いや人種の多様性を認め、助け
合う心情を育てる。

◯レガシー教育を意識した授業
を行い、福祉についての理解を
深める。
◯地域と連携し、ゲストティー
チャーとの授業を通して、日本文
化のよさや楽しさを味わわせ、理
解を深めていく。
◯chromebookを活用する方法を
理解させるとともに、情報モラル
について学んでいく。

〇各教科と関連付けて日本の伝
統文化にふれる活動を行い、日
本文化のよさなど理解を深めてい
く。
〇各教科と関連付けて
chromebookを活用した活動を引
き続き積極的に行う。情報モラル
について学ばせながら指導し、情
報を収集、整理、発信する力を身
に付けさせていく。

特
別
の
教
科
 
道
徳

○自己を振り返る時間を保障す
る授業展開をくふうする。
○児童一人一人が、内容項目を
深く掘り下げて考えたいと思える
発問を工夫する。
〇いじめ未然防止、早期対決に
つなげるためにいじめに関する授
業を計画的に実施する。

○道徳ノートを活用し、自分の考
えを書いたり話し合ったりすること
で、自己を振り返ることができるよ
うにする。
○中心発問に至る初発問を工夫
する。

◯ICT機器を活用して、事前にア
ンケートを実施し、児童の実態に
合った授業展開を工夫する。
◯価値項目が理解できるように授
業の発問を工夫する。

○ＩＣＴ機器を活用して、児童がよ
り場面をとらえやすいように、発問
について深く考えるきっかけとな
るようにする。
○ワークシートを利用して、じっく
りと振り返る時間を取れるようにす
る。

特
別
活
動

○行事ごと（運動会、学芸会、子
供フェスティバル、縦割り班活動
など）に異学年交流を行い、協力
し、助け合う気持ちや思いやりの
心を育てる。
○学級活動だけでなく、児童会
活動やクラブ活動などで、話合い
活動を充実させ、合意形成を
図ったり、意思決定したりできるよ
うにする。

○異学年交流では、上級生たち
の話を聞きながら協力して行える
ようにしていく。
○ペアやグループで話す機会を
設け、意見を言いやすい環境を
作る。
○係活動や当番活動において、
活動のしかたを覚え、声をかけ合
えるように支援する。

◯意図的・計画的に異学年との
交流の場を設ける。活動後に交
流相手に手紙を書くことで、達成
感を味わえるようにする。
◯係ごとに話し合う必然性を生む
ために、係が活躍する場を定期
的に設定する。

○今後においても行われる異学
年交流に向けて、下学年が楽し
むことができるような企画を考えて
いく。
○ペアやグループなど少人数で
話す機会を設けて、児童一人一
人が意見を言いやすい環境をつ
くっていく。

外
国
語
活
動

〇児童がその時間に獲得する内
容を理解できるように、ALTと担
任によるデモンストレーションを取
り入れるなど、授業展開を工夫す
る。
〇デジタル教材を活用し、繰り返
し視聴することによって、外国語
での様々な表現に慣れ親しむ。
〇授業後に振り返りの時間を取
り、自身の成長を児童が感じられ
るようにする。

○繰り返し外国語を聞いたり話し
たりすることで、外国語に慣れ親
しむ。
○体を動かしながらペアや全体
で表現をして、外国語を伝え合え
うようにする。

◯デジタル教材のチャンツを活
用し、繰り返し英語表現に親しめ
るようにする。
◯ゲームや一斉指導を通して表
現方法を身に付け、その後ペア
学習を行うことで、自信をもって活
動に取り組めるようにする。
〇振り返りをカードに書かせること
で、児童自身が成長を感じられる
ようにする。


